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1　ま　え　が　き

昭和55年度に当場において試作した福島式回転手動型飼

育装置は，現在所有している建物に導入が可能であり．し

かも面積（建坪）当たりの蚕の収容量が多く．人力でも容

易に操作することができ．作業能率も高い装置であったが，

飼育枠が円形に回転するため，除沙作業等で飼育枠のバラ

ンスが片寄ると円滑に回転しなくなる場合があった。
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図1（側面左側）

3　改良した部分

（1）回転を容易にするため，回転軸に歯車を取り付け，

ハンドルと連動させた。

（2）飼育枠の深さを20職から30‘剃こすろと共に，飼育枠

の底面を逆台形とした。

4　鞠　査　事　項

川　除沙作業能率調査

表1　除沙作業能率調査

そこで昭和56年度は．いかなる場合でも回転が容易にで

きるように歯車を取り付け，ハンドルと連動させるように

改良を行い．その作業能率更には導入上の留意点について

検討した。

2　福島式回転手動型飼育装置の構造

図1及び図2に示すとおりである。
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図2　（正面）
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（2）収容箱数調査

5　結　　　　　果

HI　除沙作業能率調査（表1）

ハンドルと歯車の取り付けにより，バランスが片寄った

際の逆回転の不安は解消し作業が容易になった。更には飼

育枠の容積を増加させたことにより，5齢中の除沙回数も

減少し，除沙量100吻当たりの必要時間も，飼育枠の安定

（対1箱．晩秋蚕期5齢盛会斯1回分．作業員2名）

　　 項 目

年度 装置

除　 沙　 量　 ㈲ 実 除 沙

時 間（分）

100吻 当 り除沙時間
備　　　　　　 考

蚕　 糞 廃　 粂 計 時間（分） 指　 数

55

一段飼 育装置 66 132 192 45 23 100 除 沙時間 には後片付 け も

入 る。
試　 作 装　 置 66 117 183 23 13 57

56 〝 38 220 258 25 10 43
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化と更に底面開きによる除沙法により約10分間程度ですん

でいる。これをこの装置の改良前と比較すると約25％程度

省力化され．疲労も少ないことがわかった。

（2）収容箱数調査（表2）

この飼育装置を使って10箱当たりの蚕舎床面積．利用率

表2　収容箱数調査

などを他の飼育装置（機械）と比較した結果は，表Zのと

おりである。すなわち，循環型飼育装置は床面積利用率が

最も高く・次いで2段育，本装乱1・2段交互，1段育

装置の噸となり，本装置の床面積利用率が二段背のそれに

匹敵することを認めた。

項 目

飼育 装 置

蚕　　 座 必 要 と され る套会 の 大 き さ

備　　　　 考必 要 数 量 面 校は） 間 口 奥 行 面 矧 A ）
指 数

利 用 率
rB I ／ （A ） 指 数（頑 （戚 （叫 匝 ） （戚 （別

1　 段 1．5 × 12 0 1 80 9．0 3 2．6 2 9 3．4 1 0 0 6 1．3 10 0

1 ・2段 交 互 〝 〝 7．7 2 6．6 20 4．8 7 0 8 7．8 14 3

2　 段 〝 〝 5．4 3 2．6 17 6．0 6 0 1 0 2．2 16 7

循 環 型 自動 9 4 枠 〝 4．5 3 3．0 14 8．5 5 1 1 2 1．2 19 8 4 段 育

試 作 装 置 細 枠 〝 9．0 2 0．2 18 1．8 6 2 9 9．0 16 2

6　導入上の留意点

福島式回転手動型飼育装置の導入について考える場合，

蚕舎の立地条件あるいは非能率的飼育形態の解消のための

導入という二つの状況が考えられる。

第「点としては，蚕会の立地条件の悪い地域（山間地・

傾斜地等）での規模拡大を図る場合．1段青の導入では建

物資本がかさむことから不向きと考えられ．床面積利用率

の高い循環型のような飼育装置が適している。しかし循環

型は既設の蚕舎への導入が難しいことから1・2段交互あ

るいは回転手動型飼育装置のようなものが望ましい。その

うちでも．作業能率が高く．既設蚕舎への導入がしやすい

本装置がより適していると考えられる。

第二点は，山間傾斜地等の立地条件の患い地域では，収

容稲敷を多くするために固定2段あるいは国定3段青等の

非能率的な飼育形態をとることが多いため，これらの地域

での段階的な規模拡大を図るためにも，本装置の導入が有

効な手段と思われる。


